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金山の大杉林第 2 回調査報告

西 1!tr 正 久山

まえカ5 き

山形県最上郡金山町大字有屋字切道 1131 にある岸家所有の金山の大杉林の第 1 1 ' 1)調子Eは，日{i布l 23 '4'ｭ

(1948 年) 7 , 8 月の[rl!i月にわたり， 林業試験場経営部が同秋田支場および釜淵分場の協力を得て測定

を行い，その鋼所有i果についてはすでに昭和 26 年 2 月，秋川営林局よ，)当時の経営部長，償 ・三氏が

“金山の大杉林"として発表されているコ当時はぼ 1 町歩、当，) 1 万石の喬積を有するニとが確かめられた

が，それよりほぼ 10 /'1':近く経た今日，はたしてその 1)j 百を保持しているかどうヵ、は多大の興味がある

ところである。

昭和 32 年 (195í 年) 10 月に約 1 週間にわたり，林業試験場経営部ょう， (fl可 iJ ~・樋渡i'"i技官が現地:こ

行き，秋田支場の寺崎・イ唄・金技官の協力を得て第 2 阿の調交を行い，林業試験場経営部においてこの

調子f結果をとりまとめたのでそれを報告したい r 第 21司調 ftは費用の面で短時日であったため，結J高測定

l土ての精度を保証しがたいが，単木がJな測定値に基く現在材債を算出して第 1 1"1 訓所の結果を1t絞してみ

るコ また樹高測定の不備をおぎなうため， 103 本を各直径階にわたるように拙/1\ して精密に樹高を測定

し，それに基いて樹高曲線を算定して林分材積をみいだし，抽出木と同番号の林木についての第 1 同の調

だの直径と樹高の WJ係より樹高曲線を算定してそれを用いて第 1 回の林分材積を見いH\ して刻比してみた

ので，あわせてこれも報行したL 、なお，中間に 63 本の林水が伐倒されているが，そのうち 29 本のみ

ほ昭和 29 年に報合されているが，そのうちで 9 本のみについて樹幹祈解された資料があり，での林木だ

けは伐採時の材積l土、nJ然としているが，その他は不明であるため，間伐木材債はこれを計上できないため

l戊長量としては間伐木を除いて計算した。この 63 本伐倒された間伐木の材積を除いても，しカミもいずれの

方法によっても第 211!1 制作11寺の林分材積は前|司の材積よりも多くなり 1 万石を越えているかその近くであ

ることはこの林分がL 、かに成長能力をもっているかがうかがわれて興味ある問題であろう。なお第 1 回耕

作に従事された現在前崎営林局計画課の山田茂夫技1'fも調資に参加されて多くの参考になることを御教示

いただいたこ調査期間中釜淵分場および岸家に多大の便宜を与えていただL 、たのでここに謝意を表したいυ

調査方法

淵ft方法は第 1 聞の調査時の測定方法制に準拠して行ったこ休分面積i 土第 1 1' 'l ID品盗時にすでに確定して

いるので、再測は不安であったミ

ホ1 嶺一三:金山の大杉林昭和 26 年 2 月秋田営林q発行
(1) 経営部測定ー研究室員
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!胸高1m壬仏ついては，休:;{;:詐りごとに胸高位官官の+~Il点で ni(任テープで粍まで測定したο

樹高は麻生式測高音与を用いて，樹の頂点と胸高位置がよく見える相当遠方より注意深く測定した〕単本

ごとに麻生式で測定を行ったが，訓仰を日が続いため，その精度は保証しヵ';tこし、ので，胸高直任の大きさ

の /1院に林木を配列して，組織的に 103 本拙/1\ して(功型l~を考えて決定した本数人ニの林水につし、ては，く

りかえし測定位悶をかえて測定を行った J この測定資料を附高曲線の苦1・tnこHl l 、た

幹材積l土第 11 fT)調子での計算と同僚に秋 111'，考林!日iの形数に1. 1 附した形数をJ付い，

v =ghf 

により算 111 した ここ i こ v は材積， g Lt!胸高断面積， h は樹高， f ~主 Jf3数である

111 調査結果および考察

1. 単木の胸高直径および樹高の資料を用いて算出した林分材積

( a � 材積の記録

以上のようにして測定した紡朱・をまとめたものを第 11"1 の紡柴の表示と同様ι して示したものが第 1 夫

である。

~n 1 表 i面積および単位面積'"íり材街

(A) 樹元ù1i有面積の全i郁を完全に含む面積の場1î

区域 面般 本数
材 積 Ilha 当ーり I Iha 当り L町*'竹り lacre 当り

本;数 l 材積 u 積 iオ積
( ha) 〔削り '1' w.. (m3) (石 ) (/t3) 

I 0.512 226 1,626.6 441 3 , 170.8 11 ,30 1.0 45 , 314.3 

JI ('.93。 100 2 ,148.4 426 2 ,607.5 9 , 293.4 37 , 264.1 

計- 1.452 626 4 ,075.0 431 2 , 806.5 10 ,002.6 40 , 108.1 

(B) 林縁の著しく削侍拡充した樹冠の部分を除外した面積の場合

J/ 

計

0.449 

0.800 

1.249 

503 

500 

501 

1 ha 当り 1 I!lr辻主将り
材 積 材 積

「例') 〔石)

3 ,622.7 12 ,911.7 

3 ,060.5 10 ,907.9 

3 ,262.6 i 1 ,628.2 

区域 間 積 1 ha 当り
本数(hal 

'fi・主j胸高Ifi任 63.0 cm ( 2 尺 0 寸 8 分7

平均樹高 42.4m (23.3 問〉
~Iι .f0J 幹材積 6.51 m'(23.4 石〉

1948 年の第 l 回調査時の l 町歩当り材積は (A) では I 区で 10 ， 555.3 石， JI 区で 8 ， 464.1 石，計

9 ， 202.8 石で=あった。 1 ， II区ともにその材積は増加し全体で 10 ， 002.6 石と I 万石をわずかに突破して

いる c (B) は参考程度であるが第 l 回調査時は 1 町歩当り材積は I 区で 12 ， 059.7 石，瓦区で 9 ， 934.7

石，計 10 ， 698.6 石であったが，今回はドIq区主も 1 万石を突破し，全体としてもが} 1 ， 000 石近い成長を示

している。しかし前回の報告にもあるとおり， (A) の方を妥当な数値として採用すべきであろう ρ

間伐木の材積を考慮にL 、れないで， 9 年間の ha 当り成長量は 224.4 m3 ， 連年成長量は 24.9 m" , 成

長不 O.9?-b で (PRESSLER による〕非常に犬である。間伐木を考慮iこ L 、れるとこれよりも大となるので，

この林分の成長能力はたいしたものであるといわなければならないJ ちなみに平均胸高直径は第 1 回は
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己7.6 cm であったが，今回は 63.0 c間，平均倒高は 39.8 聞であったものが 42.4 刑，平均幹材積は 5.4 ，1

制'のものが 6.51 肌3 となっている

讃教授は均時の報告ーで他の収穫表の数値と Jt較して， 材積はいちじるしく大き本数l主中位にあるが，

しこれは本林分の直径がそろって大きく， HTJ高が高いことが材積を大きくするもので，いかに本林分の

成長がよいかを示すものにほかならないということを指摘しておられるが， 139 年生の今日，いまもなお

成長を示している事実をみると，この言葉を表者きしているといえようこ

林分の構造の変化(b) 

林分の構造の変化を研究するため，今回制作の胸高直径・樹高・幹材積 3 者のそれぞれの相関表を絹げ

ると第 2 表のようになるつ

この相関表の数値を使って，林相曲線，すなわち直径階別，樹高階別，材積階別の本数分配曲線を描い

表関十[，[第 2 表
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て，この巨大林分の構造の変化を第 1 問調子EのそれらとJ七較して研究してみよれこれらは第 1 I立lに示し

である。各階の所属本数は 1 ha 当りに検算したものである

IMí壬階別本数分配曲線

i可|で 1957 年のものを実線で 1948 年のものを般線で示しであるこ

1948 年の曲線と 1957 年の曲線を比較するとわずかに右に移動しているが，その形はほとんど変らず左

右対局\j杉で、わずかに左側している、モードが 1948 年も 1957 年も同じ 50 cm であり， 1948 年では平均

iI~百五 57.6 c刑よりも， 1957 年で、は平均|自任 63.0 c附よりも左(小さし、直径の方〉に偏しているので均

嶺教授は 1948 年の曲線によって~I 令型でゐる斉な一斉林分型がそのまま持続されていることがわかる

ことを指摘しておられたが今回の調資結果によりいまだ若さを持続しているように思われる二
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1948 年の J曲線と 1957 年の曲線を比較すると 1948 年の右側する対体形が 1957 年にはそのまま右に

ずれた形をとっている。しかも 10-20 m の林木は減少してモードの 44 仰の林木が非常に多くなってい

る 4れは枯損などにより 63 本の比較的小さな林木が除去された影響があらわれているものといえよ

う±またモードより犬きな樹高でも右にそのままの形で移動していることは高い樹高の林木がし、まなお樹

高成長をつづけていることであれこれは驚異に値する事実であろう。嶺教授は 1948 年には今後樹高成

長のの、 iこおいてはさらに成長を持続するが直径のように著しい勢いでなく，きわめて緩隻であろうという

ことを指摘しておられるが，このことはこの曲線の変化をみれば明らヵ、であろう l

材一積階別本数分配曲線

これも前三者と同様かなり左偏の程度の著しい rtlJ線がそとのまま右に移動してモードが 1948 年の 3m'

が 1957 年には 5 叩3 に移動している?これは枯損による 63 .+;の小径木の林木の除去による影響jl.であろ

う。小さい材積の本数は急激に減少していてモードは移動し，それを越えるとさして本数に差がみえず広

く分布していることによってこの事実がうかがえる c 嶺教授も将来本数が減少しでも残存木の材積成長が

これをつケなって蓄債の減少は当分おこる心配はなく，増加する可能性も十二分にあることを指摘してお

られたが，本部j交の結果からみてもこのニとが十分実証されたものといえよう c

2. 樹高曲線を利用して算出した林分材積

後
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まえがきで述べたとおり，単木的な樹高については剥在期間の面で精査iできなかったため， 103 本を各

区任階にわたるように組織的に拍111 して，これ bの林木について樹高を精密にくりかえし測定したc この

抽出林木と同番号の林木の 1948 年の1I\[径と樹高との関係，および 1957年の直径と樹高との関係を 2 cm 

直径階ごとにまとめて平均して表示すれば第 3 表のとおりでjT)る

y~ニL
V H-1.2 18 

16 

15 

14 

13 

ι7，ム。

るるう/さつ

5 ./ノぢ t 

0./8 � 

12 

10 

11 

，、

民
、，

aι 

0 
3 
o 3 

7 

110 90 100 
X~ D(主径)

Y = 2.3796 +0 .1231 X 
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樹高曲線の算定式は NÄSLUND の式を利用した=これは，

H=12+(aAD)2 

の形であるハここに Hi土樹高， D は胸高i直径であるごこの式を変形すると，

となり，

、/D=a+b D 
H -1.2 

第 4 表 l削壬階別樹高および材積表
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とおくと，

Y=a+bX 

なる樹高Ii主線式となる c 1948 年および

1957 年の Y と X のグラフを描けば第 2

|まlのとおりで直線に適合しそうである 3

本数 W を荷重にして最小自乗法によっ

て決定した直線を図に示してあり，算出し

た式は次のとおりである。

1948 主Fでは Y = 2 . 3796 + 0 . 1231 X 

1957 年では Y = 2.5336 + 0 .1182X 

これらをもとに変換して算出した直径陪

ごとの樹高，およびそれを用いて形数より

算.出した直径階ごとの材積は第 4 表のとお

りであるー

この表で材債を比較すると 30 c肌 32 cm 

より小さ L 、と 1957 年の材積がノj、さくなる

が小径木ではほとんど差がなく 30 cm , 32 

C仰を越えると 1957 年の材積が大きくな

り， 大径木になると約 1.6m 程度の差が

生じている。これによって林木の形が年の

経過とともに変化していることが想像され

る士

第 4 表の直径階ごとの材積を利用して

1948 年と 1957 年の祢分材積を算出して

みるご 1948 年と 1957 年の本数分配表は第

5 表のとおりであり，それに第 4表を利用

して:t'nrl，した直径階ごとの材積および祢分

材積(計)が同時に第 5 表に示しである。
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第 5 表 1948 年および 1957 年の林分材積の計算:

胸高直径1 ~糊年 I ~57年 1凶積年 即年胸門吉径 l抑年数 1的年数 l 材l制年 材1957年宇
(c竺)本数本 lb) ル宇(一川本 本 (m"宇(例3
142 30.095 78 9 13 81.621 122.408 
140 76 14 16 120.078 142.416 
138 27.248 74 17 19 137.190 158.821 
136 一， ' 17 21 129.132 165.291 .L. 

134 70 25 19 179.300 140.942 
132 。8 17 17 114.172 123.556 
130 。c 18 18 112.824 116.514 
128 64 23 29 134.665 175.073 
126 62 29 18 158.079 101.196 
124 60 19 22 96.083 114.466 
122 2 21.924 4む .118 58 23 28 107.479 134.456 
120 56 27 35 117.072 155.610 
118 20.609 54 29 35 115.884 143.080 
116 2 42.098 52 47 34 170.610 126.106 
114 19.404 20.345 50 33 42 109.725 142.338 
112 2 18.696 39.246 48 38 30 114.570 92.250 
110 3 2 54.279 38.014 46 30 26 81.660 72.046 
108 3 52.596 18.371 44 33 19 80.355 47.120 
106 2 16.892 35.416 42 22 27 47.960 59.697 
104 2 6 32.516 102.168 40 27 17 52.056 33.150 
102 4 3 62.524 49.128 38 26 10 43. ヲ66 17.040 
100 4 2 60.232 36 21 4 30.807 5.908 
98 5 日 67.080 121.2己6 34 15 5 18.900 6.330 
96 4 5 55.716 72.825 32 9 4 9.648 4.288 
94 9 6 120.3661 83.8441 30 6 5.436 0.906 
92 5 B 5 3.765 
90 B B 98.0401 102.3121 26 2 1.232 
88 9 10 0.499 
86 B 10 88.9521 115.7701 22 
84 8 14 84.9441 154.784 
82 16 10 161.2641 104.780 計

689 1 626 13 ,741.937 , 3 ,988.811 80 13 13 ﾎ24:6961 Î29:5711(T~t'al) I 

この結果を本林分全体について m.1 と同様にしてとりまとめると次のようである。
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1957 年材積

1ha 当 l 町歩当
面積材積材積|材積
(ha) : (刑') (m3) I (石〕

1. 45213 ,988.8 2 ， 747.1 山1. 0

1.24913 ,988.813 , 193.6: 11 ， 38μ 

算出法

B 

(A) によれば現在は 1 万石には達しないがほぼ I 万石近くなっており， 1948 年材積は第 1 1'11の調査f時

の材積 (A: 2 , 582.1 m3/ha B: 3 ， 00 1. 8 刑'/ha) とほとんど変らない値が得られているので本法による

方法の妥当性も一応はみとめてよいと思われる 本法による成長量は ha 当り連年は 19.0m' で成長率ば

0.7% (PRESSLER による〉であり l の方法によるよ;)は過小である c

W むすび

本林分の将来性については第 1 恒!の調査報告であらゆる角度から嶺教授が論じておられるが，今回の調

査で，それが裏書きされ，林分構造においても 9 年前の林中fl曲線がそのままの形で右に移動した形で健全

かっ壮令型の特長を示しており，いまなお老衰のきざしはみえないようである すべてのスギの収穫表を

みても 19-24 m' 程度の ha 当り連年成長量を 130 年生の林分で示すものはみあたらなく常識外の数値
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のように恩われるけれども，第 1 恒l調査時の樹幹析解の結果からも 130 年で材積成長率が 1% を示して

いることから現伝の平均材積が約 6 m" で本数が ha 、守りがJ 430 ~であることを考えあわせるとけっし

て不当な数字ではないように恩われるうこのよ号な林分はわがい|でのスギ、の成長のある極限の債を示すよ

うな経過を示すものとして興味があるので今後の成長経過を期待したし、。なお，間伐することによってこ

の林分がどのような成長経過をとるかはこれまた面白ト問題であるが，現地で間伐木を寺l崎技官がj霊木さ

れたのでこれを付記して参考に供しておこし
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付録

金山大杉林施業参考林樹型および間伐木予定調べ

i 秋旧交場寺~奇技官選木}
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